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先端医療と病院経営
利益とのバランスをどう取るか!?

地域包括ケアシステムの構築に向け､
制度設計は時間をかけて行うべきだ
慶鷹義塾大学大学院
健康マネジメント研究科教授

高木安雄氏

横浜市立脳血管医療センター
(横浜市磯子区)
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診療報酬改定が微増にとどまり､病院経営者には今後も利益獲得の工夫が求められる｡いわ

ゆる｢先端医療｣と呼ばれる安全で質の高い医療を患者に捷供することは手段の1つだが､多

額の費用負担を伴うのも事実だ｡利益の確保と患者への良貨な医療サービス提供は両立できる

のか｡手術用ロボットや放射線治療機器を導入している病院と､研究機関と連携して歯髄細胞

を用いた再生医療を手がける企業を取材した｡
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歯髄バンク
導入費用1 8万9000円
(認定登録料)

歯髄から良質な細胞を採取
歯以外の再生にも応用可能

歯髄細胞の汎用性高い細胞採取

皮膚や骨の再生にも期待

歯髄には神経･骨･血管が含ま

れているため､歯髄細胞を培養す

ると､全身の再生医療への使用が

期待される｡抜歯した親知らずや

乳歯などから細胞を採取すること

から収集が容易であり､歯牙で守

られているので細胞の劣化が少な

い｡皮膚や神経､骨の再生などに

利用可能な良質な細胞を採取でき

る｡

岐阜大学の研究チームが歯髄か

らi PS細胞(万能細胞)を件る

ことに成功するなど展望が広がる｡

また鶴見大学の斎藤一郎教授が歯

髄バンクを創設｡この斎藤教授の

臨床研究を基にビジネスモデル化

し､商業ベースに乗せたのが､株

式会社再生医療推進機構の大友宏
一代表だ｡良質な細胞を収集し保

管する同社を2008年10月に設立｡全

国の歯科医療機関から歯髄を集め､

鶴見大学が保管と技術開発に取り

組むという産学連携を実現した｡

大友代表の歯髄バンクが､歯髄

細胞を再生医療に使用する流れは

こうだ｡

将来の再生医療に使うために自

身の歯髄細胞を保管したい患者が

再生医療推進機構と契約し､細胞

保管料約30万円を支払う(10年更

新､ 10年目以降は約12万円)｡患者

は同社の認定を受けた歯科医療機

関で親知らずや乳歯を抜き､そこ

から歯髄バンクが歯髄細胞を採取

して細胞保管施設で培養および保

管する｡患者は必要な時に細胞を

取り出し､再生医療に使用するこ

とができる｡例えば美容整形での

顔のシワ取りは､従来はボトック

ス注射などでシワを伸ばしていた

が､異物を体に入れるため腫れや

アザが残ることも多かった｡一方

で歯髄などから採った自己細胞を

注入する場合､注入後に今の自分

の細胞に馴染むため腫れやアザに

なりにくい｡また皮膚細胞と異な

り紫外線など外部の刺激を受けに

くく､良質な皮膚になる｡

歯科医療機関の収益源となるか

患者への広報がカギ

歯科医療機関にもメリットがあ

る｡再生医療推進機構と契約を結
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歯髄は研究機関で慎重に採取される

んで認定を受けた歯科医療機関は､

歯髄細胞1件を提供する度に約3

万円を同社から受け取ることがで

きる｡認定を受けるには初期登録

料として約19万円を支払う必要が

あるが､ 7本の歯髄細胞を提供す

れば登録料がペイできる(2年更

新､ 2年目以降は6万円)｡ 7万軒

を数える歯科医療機関にとって､

生き残りのためには他施設との差

別化が求められており､十数万円

の費用負担で他の歯科医療機関と

の差別化を図れるのは魅力的だ｡

大友氏によれば､自社のホームペー

ジへの掲載以外には全国レベルの

広報活動を始めていないにもかか

わらず､ 3カ月間で既に50件を超

える歯科医療機関との提携が実現

しており､問い合わせ件数は200件

近くにおよんでいるという｡

しかし､細胞の採取に使える歯

が親知らずと乳歯に限定され､ま

た将来に備えて自身の歯髄細胞を

保管したいという患者がどれだけ

いるのかは現時点では未知数だ｡

｢今後は歯髄バンクをー未来-の医

療保険"として広報し､知名度を上

げていく｣という大友代表の手腕

が問われるだろう｡
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